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 泥質干潟は、海岸部の湿地で最もよく見られる生態系で、 
大潮時の最低潮位と最高潮位の間の湿地帯を指す。 

中国の黄海北岸は、主に泥質の干潟で、少数の礁石と砂質
干潟が占めている。 
  



泥質干潟は、沿岸湿地で最も重要な生態系で、人類および地球にも大きな価値があ
る。数百種の生物にとっても、重要な産卵と育苗の場で、漁業資源も供給している。 

潮間帯は、海洋汚染や台風を緩和し、社会経済の発展において、極めて重要である。
さらに、干潟は渡り鳥の生息地でもある。中国の潮間帯干潟は、世界の25%の野生の
水鳥を支え、その鳥の種類は240種、数は5000万羽以上におよぶ。南北半球の間を渡
る鳥のガソリンスタンド（栄養補給地）のような存在である。 
特に黄海北岸の泥質干潟は、渡り鳥が栄養を補給する最後のガソリンスタンドである。 



北岸黄海保護プログラム 

老鉄山猛禽保護区プロジェクト 

鴨緑江沿岸湿地 鳥類捕食圧 

調査プロジェクト 

荘河クロツラヘラサギ繁殖個体保護プロジェクト 

渤海 

黄海 



この辺りの沿岸湿地は泥質干潟が主。数多くの魚類と底生生物が生息し、それを餌とする
240種以上の鳥類がみられる。 

しかし、最もよく目にするのは、海に出る人たちである。干潟での漁は、人々が生態系と共に
生き、育んできた伝統的な漁獲方法の一つである。長い歴史の中で、多彩な「干潟（生活）
文化（赶海文化）」を蓄積してきた。 
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拡大してみると、 

この湾の辺りに、船だけではなく、
渡り鳥の群れが見える。渡り鳥の
群れの下は、干潟に生息する 
底生生物であふれている。 



生態的なつながり/食物連鎖のピラミッド  



渡りのルート 

多様な自然環境と国境を 

 またいだ移動ルート 

国際協力の重要性 
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鳥の観測をする人向けの 
トレーニング 
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2010年春期に観測された足環のついた水鳥 
                
 

オバシギ 
Calidris tenuirostris 

コアオアシシギ 
Tringa stagnatilis 



足環がついた水鳥（三羽） 

足環がついた水鳥（三羽） 

赤い足環のついたＮＯ．３２ズグロカモ 



足環を使う国と地域は、
アメリカ、ロシア、韓国、日
本、中国、香港、台湾、
フィリピン、オーストラリア、
ニュージーランドなど。 
 
足環のついた10万羽以上

の水鳥が東アジアを渡っ
ていった。 



鳥は、渡りの際に、膨大なエネルギーと脂肪を消費するので、 
食料は、渡りの成否の鍵を握っている重要な要素である。 



2014年、鴨緑江口湿地は、国際NGOのウェットランドインターナショナルから、 
渡り鳥の重要湿地として表彰された。 



泥質干潟は、鳥の渡りを支えるガソリンスタンドとしての役割を果たしている。 



一体、何羽いるのか？marvelous  amount 





底生生物と水鳥の間には自然にバランスが保たれている 





たとえばゴカイやカニ、魚介類 

鳥の餌はさまざま 



黄海の北岸でエサを探しているクロツラヘラサギ 







ホウロクシギはどのように 

カニをつかまえるか？ 
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アカアシシギ Tringa totanus コアオアシシギ Tringa stagnatilis 

チュウシャクシギ 
Numenius phaeopus 



小型の水鳥はよく干潟で走りまわり、 

昆虫や甲殻類、ゴカイをつかまえる。 





現状 
 
泥質干潟は、台風を和らげ、魚が回遊して産卵をし、 
人間が海産物（干潟貝類）を採る場所として、重要な役割を担っている。 
特に渡り鳥に対しては、その生死を決める場所である。 



養殖業には、大量の餌が必要とな
る。乱獲が次第に深刻となると、 
漁業資源は大きな影響を受ける。 



乱獲は魚種減少の主な原因である 

このようなタイプの網は 

通常、低潮帯で使われる。 





このような漁網の存在が、休漁期の効果をなくしている。 
中国中央テレビ（CCTV)がこうした現状を続けてレポートし、 
関連部署へ報告を上げたことで、厳しい保護措置をとられるようになった。 







自然資源の破壊の行き着く先は、ぜいたく品の消費 



沿岸には、ミンクを飼う村が２つある 



沿岸には、ミンクを飼う村が２つある 



同年８月に海岸線の漁網除去運動
が始まった 

我々の調査活動を中国中央テレビが 
続けて取材しました 



乱開発により、鳥類の
生息地が消失するだ
けでなく、海岸の生物
多様性も取り返しない
影響を被る。 



埋め立ては発展には欠かせないようだが、 

鳥の生息地と餌場に深刻な影響を及ぼす 

埋め立てによる影響を減らす 



干拓は泥質干潟を壊滅的な破壊へと導く 



《今と昔》 東岭村に広がる湾はナマコ養殖池で埋めつくされるようになっ
た。こうした光景は、遼寧省南部の至る所で目にすることが出来
る。 
                                                                       
   撮影地点：庄河大郑镇东岭村     撮影年：2003年および2009年 

この十年の間に、海岸部の生態系バランスは乱れ、深刻な影響をうけた。 
影響の程度を確認するため、多くのボランティアと協力し、 
黄海北部と渤海の湿地生態調査（初期調査）を実施した。 



 干潟は、潮位が毎日２回変動するだ
けでなく、毎月に大潮から小潮までの
変動が２回があり、泥質干潟は一定
時間から干出する。高潮帯と低潮帯
の差が大きい引き潮の時に、漁業者
と鳥類には、効率的に干潟を使えよう
になる。 

干潟利用時効 



潮間帯における泥質干潟利用図 





 この図は、調査グループが七日
間を使って、海岸線調査点位を
示す図の一部である。多くの埋
め立て地域では、高潮帯と中潮
帯がすでになくなってしまって、
干潟の利用時効は非常に低く
なった。 



 我々の調査では、鴨緑江河口保護区は、干潟の劣化が一番少ない地域である。 
歴史的に高潮帯の損失は相当深刻といえる。 



その他の海岸線に広がる泥
質干潟の高、中潮帯はすで
になくなって、干潟利用はもう
10％にも満たない。 



庄河河口に建設した明珠湖と砂防ダムにより、クロツラヘラサギの餌場はすべて消失するこ
とが明らかとなった。そのため、WWFの支援を受け、多くの調査を実施。新任市長との協議
を重ね、2015年はじめ、砂防ダム建設は中止となった。市政府も私たちの提案を受け、「中国
のクロツラヘラサギの故郷を造ろう」という提案も政府報告に含められた。 

14年を経て中国のクロツラヘラサギ繁殖
群れが保護された 



何度も荘河市
のリーダーと協
議、クロツラヘ
ラサギの保護
を推進する 



人間の欲望は、際限ない。 
現存する干潟を生態系の防衛ライン（Red Line)に含めるべき。 
この世界は、人間だけのものではなく！ 



力を合わせ、私たちの自然、 
ふるさとを大切に！ 

瀋陽理工大学  周海翔 
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 自然をいつくしみ、感謝の念を 

 


